公立医療機関でのワクチン優先接種について
1　優先接種の対象者：以下に該当する方々

（1）妊婦（妊娠18週以上）であって、公立医療機関において受診している方
（2）腎不全患者であって、公立の透析施設において透析を受けている方
（3）慢性疾患患者であって、公立医療機関において治療を受けている方
（4）病的肥満（BMI指数が35を超える場合）かつ（又は）慢性疾患に罹患しており、公立医療機関において治療を受けている方
（5）渡航などで接種を希望する一般の方

2　優先接種の態様：以下のとおり

（1）ワクチンの供給量に限りがあるため、申し込み順。また、接種を受ける公立施設の医師が接種必要と判断した場合に接種が可能。料金は無料。

（2）接種場所は、診療所を主とする公立医療機関（接種医療機関リスト（2月12日現在））。
（3）接種を受ける者は、接種に関する情報を読んだ上で同意書を提出。
